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西洋 に お け る 美術品修復 の歴史 （下）

十

九

世

紀

すでに述べたように、
ヴェ
ネツィ
アではナポレオンの占領によ

り教
会と
修道院の
閉鎖や大量の美術作
品の接収が行われた。
同様

の事態が多かれ少なかれイタリア全土で生じたため、
この時期に

は非常に多くの美術作品が消
失し、
破壊され、
あるいは売
却され

た。
つまりフランスの美術館のために押収されたり、
特に外国の

個人や美術商に売り払われたのである。

ナポレオンによる接収の結果、
多くの多翼祭壇画が市場に流出

これらはしばしば、
オリジナルの組み立て部材が新古典主義

し的な趣味に合う額縁に取っ
て代えられたり（パルマ絵画館のタコl

リHカナッ
チ三連
祭壇画を見られたいて
あるいは愛好家の人気の

ク
ア
ド
リ

ダ
・
ガ
ピ
ネ
ッ

ト

高かっ
た「
室内鑑賞用絵画」
を作るために
ばらばらに分割された。

イタリアのみならず全ヨ
ーロッ

パから運ばれてきた大量の美術

作品は、
ナポレオンが占領を拡大するにつれて
「ナポレオン美術

館」（
冨ERngg－
込町田
豊田）
を満杯にさせたため、
多くの絵画は

地方の美術館に送られた。
そして一八一五年以降、
略奪した美術

作品を返還しなければならなくなっ
てからも、
フランスはパリ以

外の地に分散したまま忘却された作品を所蔵し続けた。

ナポレオンの
没落後、
イタリアの
諸作
品の返還を求めて最も熱

心
に
運
動
し
た
人
と
し
て
は、
ア
ン
ト
ニ
オ
・

カ
ノ
l

ヴア

〉回件。ロ仲。

pgg
の名を挙げる必要があるが、
彼はとりわけ、
一八O二年に

パルテノン神殿の
浮彫のいくつかの石膏レプリカを見せられて、

修復に関する意見を求められとき、
正
当にもいかなる処置も行わ

ないよう忠告している。

十九世
紀の前半には修復理論はロマン主義の影響を受け、
洗浄

処置におけるいっ
そう
の
慎重さと、
美術作品のオリジナリティ
を

ゴ 尊ヤ 重、 すミ るリ こツ と
イ カt
ア（26） 強、 調ゲ さ
l れテ（同 た
ド こ
フ つク しロ たア側 新し

動向の支持者
は

ラス
キンといっ
た重要

な芸術
家や美術批評
家が挙げられる。
こうした新しい感じかたを

示す意義深いエピソードのひとつとして、
ロンドンのナショ
ナル

ギャ
ラリ
ーのいく

つ
かの
重要
な絵画
（リュ
ペ
ンス
の
《戦争と平

和》
を含む）

六年の

にたいしてなされた過度の洗浄に端を発した一八四

「論争」
がある。
この論争の結果、
ナショ
ナル・
ギャ
ラリー

の
館長
で
あっ
た
チャ
ー

ル
ズ
・E
・

イ
ース
ト
レイ
ク
のF色町田
開

Ea－呉白
は、
ほぽ同じ頃 、
余りに過
剰な洗浄を行っ
たために辞
任

に
追いこまれたルlヴル美術館の主
任修復士ヴィ
ロ！と同様、
辞

職せざるをえなくなっ
た。
イーストレイクを最も激しく非難した

のは著名な建築史家・批評家ジョ
ン・ラス
キン』OE
PErs
であっ

（彼の建造物に関する
修復理論については後述） 、
修復に起因

却

する損傷に関する
彼の啓発的でしばしば予言
的な発
意は、実践に

たがおいてはあまり支持されなかっ
た。

イーストレイクは一八五五年に元の地
位に復帰し、
死去
（一八

六五年）
するまでその地位に留まるが、
いずれにせよ、
彼はナシヨ

ナル・ギャ
ラリー
館長としての活動や研究者としての活動によっ

て、
十九世紀の美術界において最も象徴的な人物の一人であっ
た。

事実、
彼はナショ
ナル・ギャ
ラリーの
館長として古美術市場でき

わめて活発な活動を展開し、
「彼の」
美術館のために多くのきわめ

( 1 2 ) 
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て
重
要
な
美
術
作
品
を
確
保
し
た
（一
八
五
七
年
に
ロ
ン
パ
ルデ
イHパ

ル
ディ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
購
入
し
た
二
二
点
の
作
品
を
挙
げ
る
だ
け
で
十
分
で
あ

ろ
う） 。
さ
ら
に
一
八
五
九
年
に
は
著
書
『
昔
の
巨
匠
た
ち
の
技
法
と
素
材

ミ
尽
き
s

s
h叫

〉hbh
qH
喜

久
志向

。
ミ

尽
き

号

室
ミ

ミ
室町
立』

を
出
版
す

こ
れ
は
メ
リ
フ
ィ
ー

ル
ド
冨・
匂
冨日
B
FE
の
本
（『
十
二
1

十
八

る
カt

世
紀
の
絵
画
技
法
書
原
典
集
成
守
苦
言

ニザE
号S
吾
宮崎
」やむきHE同
国
ご。

sm

N
S
h

p
EH

E
2

2

尋
問
弘
喜

久

2
3H
志
向
』

ロ
ン
ド
ン、
一
八
四
九

年）
と
と
も
に、
十
九
世
紀
を
特
徴
づ
け
る
美
術
技
法
へ
の
新
た
な
関
心
か

ら
生
み
出
さ
れ
た
最
も
重
要
な
研
究
の
ひ
と
つ
を
な
し
て
い
る。
こ
れ
ら
の

研
究
の
た
め
に
イ
ー

ス
ト
レ
イ
ク
は
美
術
分
野
へ
の
科
学
の
適
用
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
を
も
活
用
し
た。
実
際、
美
術
作
品
の
研
究
と
保
存

に
と
っ
て、
化
学
の
新
し
い
基
礎
知
識
や
特
に
X
線
の
発
見
と
写
真
の
発
明

が
本
質
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い。

一
八
六
四
年
に
ル
イ・
パ
ス
ト
ゥ
l

ル
は
化
学
と
物
理
の
美
術
へ
の
応
用
に

つ
い
て
講
義
を
お
こ
な
う
た
め
に
パ
リ
の
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー

に
招
か
れ
た
が、

こ
の
こ
と
は
美
術
史
家
が
科
学
に
認
め
た
重
要
性
を
裏
付
け
て
お
り、
ま
た

実
証
主
義
の
思
想
が
人
間
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
科
学
に
寄
せ
た
楽
観
的

な
信
頼
と
軌
を
一
に
し
て
い
る。

十
九
世
紀
初
め
の
数
十
年
間
は、
教
会
国
家
に
お
い
て
も
体
系
的
な
方
法

一
八一
四
年
以
降、
そ
れ
ら
は
ヴ
イ
ン
チ
エ

に
よ
っ
て
修
復
が
組
織
さ
れ、

ン
ツ
ォ
・

カ
ム
ツ
チ
l

ニ
〈百円四
日o
の同BB
505－
の
監
督
下
に
お
か
れ
る

」
と
に
な
っ
た。
」
の
修
復
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
推
進
し
た
の
は
誰
に
も
ま
し

て
教
皇
ピ
ウ
ス
七
世
（
一
八
O
O
一
八
二
三
年）
で
あ
り、
芸
術
遺
産
の

保
護
へ
の
新
た
な
関
心
の
高
ま
り
が
都
市
ロ
l

マ
を
打
ち
の
め
し
た
ナ
ポ

レ
オ
ン
の
略
奪
に
多
く
を
負
っ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い。

教
皇
は
」
れ
ら
の
文
化
財
が
更
に
貧
窮
化
す
る
の
を
避
け
る
た
め そ

こ
で、

「
美
術

置
さ
れ
ラ
フ
ア
エ
ッ
ロ
に
委
託
さ
れ
た）
の
職
を
復
活
さ
せ、

（
レ
オ
十
世
に
よ
っ
て
設

ア
ン
ト
ニ
オ・

品
検
査
官戸田
宮
55
m
g白gz
Ez
z＝町
立ご

カ
ノ
1

ヴ
ア
に
就
任
す
る
よ
う
要
請
し
た。
一
八
O
二
年
に
は、
美
術
品
保

護
の
た
め
の
法
的
手
段
を
改
善
す
る
た
め
に、
ド
l

リ
ア・
パ
ン
フ
ィ
l

リ

枢
機
卿
か
ら
布
令
が
出
さ
れ
一
八
二
O
年
に
パ
ツ
カ
枢
機
卿
に
よ
っ
て
完

全
な
も
の
に
さ
れ
る
が
」
れ
は
当
時
ま
で
に
現
れ
た
文
化
財
保
護
の
法
的

の
モ
デ
ル
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た。

手
段
の
う
ち
最
も
完
全
な
も
の
で
あ
り、
美
術
作
品
に
関
す
る
将
来
の
法
律

さ
ら
に、
十
九
世
紀
の
初
め
に
は、
重

要
な
古
代
建
築
物
に
い
く
つ
か
の
修
復
処
置
が
施
さ
れ
た。
た
と
え
ば、

部
東
側

が

ロ
ッ

セ
ウ
ム
は
一
八
O
七
年
に
ス
テ
ル
ン
同耐
え貯丘一o
∞おB
に
よ
っ
て
外
輪

ま
た
一
八
二
六
年
に
は
ヴ
ァ
ラ
デ
ィ
エ
ー

ル

（
図
1）

（
か
な
り
異
な
る
方
法
で）

9
5
4
宮
〈色白色』叩円
に
よ
っ
て
外
輸
部
北
側
が

（図 1 ） ロ マの コ ロ ッ セ ウ ム の修復 （ ラ フ ァ エ ッ ロ ス
テルンによる） 1 807年

コ

( 1 3 ) 



西洋におけ る 美術品修復 の歴史 （下）

( b )  ( a )  

修
復
さ
れ
た。
同
じ
二
人
の
建
築
家
は
テ
ィ
ト
ゥ

ス
帝
の
凱
旋
門
に
も
修
復

も
施
し
た
が
（
一
八
一
八
年
に
ス
テ
ル
ン
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ

八

年
に
ヴ
ア
ラ
デ
ィ

エ
ー

ル
に
よ
っ
て
完
成）
」
れ
は
今
日
で
も
な
お
模
範
的

な
修
復
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る。
と
い
う
の
も、
す
で
に
コ
ロ
ッ
セ
ウ
ム

で
な
さ
れ
た
よ
う
に、
付
加
し
た
部
分
の
識
別
を
容
易
に
す
る
た
め、
オ
リ

ジ
ナ
ル
材
と
異
な
る
材
料
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る。
す
な
わ
ち

（
ト
ラ
ヴエ
ル
テ
ィ
ー

ノ

で
造
ら
れ
た）

［
ト
ラ
パ
｜

チ
ン

石
灰
華］

コ
ロ
ツ

セ
ウ
ム
に
は
煉
瓦
が
そ
し
て
（
大
理
石
で
造
ら
れ
た）
テ
ィ
ト
ゥ

ス
帝
の

凱
旋
門
に
は
ト
ラ
ヴエ
ル
テ
ィ
ー

ノ
が
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る。

ヴ
イ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ・
カ
ム
ッ
チ
l

こ
の
か
た
わ
ら
で
は
そ
の
兄
弟
の
ピ

エ
ト
ロ
も
働
い
て
い
た
が、
彼
は
一
八
二
四
年
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
《最

後
の
審
判》
の
洗
浄
に
当
た
っ
た
修
復
士
で
あ
る。

カ
ム
ッ
チ
｜

二
は
と
り
わ
け
初
期
キ
リ
ス
ト
教
時
代
の
多
く
の
モ
ザ
イ

ク
の
修
復
の
指
摘伴
を
取
り

そ
の
な
か
に
は
サ
ン
タ・
コ
ス
タ
ン
ツ
ア

廟

（図 2 ） サ ン タ ・ コ ス タ ン ツ 7 7 廟 （聖堂） の天井モザイ ク
( a )  1834-40年の修復後の状態
( b ） オ リ ジナルのモザイ ク部分 （Matthiacよ り ）

（
聖
堂）
の
輪
状
天
井
の
モ
ザ
イ
ク
の
修
復
（
一
八
三
四
｜

四
O
年）
も
あ
っ

た
（
図
2
1

ヱストラッヲ fスタ

「
剥ぎ
取
り
専
門
家」

こ
の
時
代
の

と
し
て
有
名
に
な
っ
た
人
物
に
は

と
り
わ
け一
八
二
六
年
に
ヴ
ア

テ
ィ
カ
ン
図
書
館
の
メ
ロ
ツ
ツ
ォ
・

ダ・
フオ

ル
リ
の
フ
レ
ス
コ
画
を
剥
離
し
ロ
ン
ギ
が
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
ま
で
な

さ
れ
た
な
か
で
最
高
の
ス
ト
ラ
ツ

ポ
［印可白
召O
H

壁
画の
絵
具
層
だ
け
を
剥
離

する
方法］
を
お
こ
なっ
た
ぺ
ッ
レ
グ
リ
l

ノ
司丘一omココO
と
ド
メ
ニ
コ
・

ス
ツ

チ
ロOB550
ω
EE
が
い
る。

エストラy－7fスタ

「
剥
ぎ
取
り
専
門
家」

同
時
代
の
も
う
一
人
の
有
名
な

は、
ピ
エ
ト
ロ

パ
ル
マ
ロ
l
リ
司5
5
F
ERo－－
で
あ
る。
彼
は
一
八
一
一
年
に、
ト
リ
ニ

( 1 4 ) 
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タ
・デ
・

モンティ
聖堂にある
ダニエ
lレ
・

ダ・
ヴォ
ル
テツ
ラの

《十字架降下》
を剥離した（これはスタッ
コ
F
En
－
絵
具
層
を
イ
ン

ト
ナ
コ
層
と
と
も
に
剥
離
す
る
方
法］

の
最
初
の
例
のひ
と
つ
で
ある） 。

一八一六年、
ロレンツォ
・マルクッ

ツィ
はパルマロlりから得た

『
色
彩
に
関
す
る
分
析
的
・

化
学
的
試
論

b

E

題。

sah詮8・S吉弘gh宮町
8守ミ』
を出
版した
が 、
これによっ
てパ
ルマ

情報
を
利用
して、

ロl
リの名
声が
高まり、
彼
はドレ
スデ
ン
の
宮廷絵函
館の
作
品の

「検査」
のために招かれるのである
（一八二
六年） 。

十九世紀には初期の
修復手引書が刊行された。
最初の手引書は

雷同可

』同皇室

、昔話高

hH同町四『

内uh町一間選

匙丸町（回目仲色四円ga－－∞M4）〕 、
続いてトリノのジヨ
ヴァ
ン

ニ・ベ
ドッ
ティ
のそれが一八三七年にパリで、

ドイツ人ケスタ！のもので〔の
匡往信
関E
E－

一八五一年
にオル

出
版さ
れ
た

サ
ンHデ
オ
ン
の
そ
れ
が
（い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
語
で）

〔

2
0
4

8出品
切m
a
o
怠・

bm

E

RasE宮司
、
a

HQ害shR
（
】v
a
p
－
∞
帥
吋
）
山

ω
5
0
回

国o
a
EJ
U
E
P

匂西

宮

町S認可ゼミ匹。
諸
問同
可町
三
塁

可haE語
、
8
Ha
ミ
S
員

S
RU－－∞巴）〕 。
最後に、
一八六六年に、
イタリア語による最初の

修復の
手引書が二
冊同時に出版された。
ウリッ
セ・フォ
ルニの著

書とセツ
コ・
スアルドの
著書である〔
E50
2
E－

』hS
E
a
r

s～

E
R
E
－

 

『
SH
E
E
S
ミ
（

忠岡田日0・
－
∞
a
a
）
山

E

28包

－hき
富山町

奇
怪
g
a
s
h－
q
h町
、
白
書

言nn
sm
g

S
旬 、
ミ帽

を

5

5
5H
O
立

、同町
hah－きな（
冨己目。・
zg）〕 。
これら二冊の手引書の刊行は、
ジヨ

、-· ．‘ ’‘ 。
『同

切
回
目
白
O

ヴァ
ンニ・モレッ
リによっ
て組織されたウフィ
ツィ
美術
館におけ

る
修復士のための講義に用いられたが、
この講義は、
美術館公認

の
修復士であっ
たウリツ
セ・フォ
ルニを差し置いて、
モレッ
リに

よりセツ
コ・スアルドに委任された。

セツ
コ・スアルドの主張した
修
復の方法は、
常に受け入れられ

たわけではなかっ
たが、
個人コレクショ
ンには適していた
（すな

わち識別できないような欠損部の
補完や完全に平坦な画面にたい

しては） 。
実際、
彼はヨーロッ
パの有力な収集家の聞で働いていた。

いずれにせよ彼の手引書の中で最も議論の対象となるのは、
フオ

ルニ自身がフレスコ画のスタッ
コについても詳細に解説し、
また

ガエ
タlノ・ピアンキ
。
ggB
EEOE
のような同時代の
修復士

たちがこの方法によっ
て最良の結果を得ていた時に、

をフレスコ
画の
剥離のより適切な方法として提案していることで

ストラツ
ポ

ある 。ピアンキについては、
サンタ・クロlチエ
聖堂バ
ルディ
礼拝堂

のジヨッ
トのフレスコ画に対
する独断的な復元加筆
（図3）
ばか

りがあまりに
度々
取り上げられてきたが、
適切な処置も行っ
てお

り
（アレッ
ツオ
のピエロ・デツ
ラ・フランチェ
スカのフレスコ画

にたいする修復のように）
（図4） 、
ジヨ
ヴアンニ・カヴアルカセツ

一八六

レ
。時04
自巳
の雪巳ngaz
によっ
て適切に評価されている 。

彼
は
『
記
念
建
造
物
お
よ
び
美
術
品
保
存
に
関
す
る
冊
子

一年
に、

e
s
sho
h
三
宮
町。
詩句

S
R
S
誌

を

さ
き
言
語
な
同

色町畑町b

D混同S．
え

ぎ同
』

を出
版したが、
これはモレッ
リとセツ
コ・スアルドの方法と対立

する 、
十九世紀の別の
修復の流れを示している 。
カヴア
ルカセツ

レは、
セツ
コ・スアルドによっ
て理論づけられた個人コレクシヨ

ンの作品に適した修復に対して、
欠損部が見える状態の絵を好む

研究者にとっ
て
役立つだけでなく、
過
度に加筆された絵よりも現

( 1 5 ) 



( l 6 ) 

西洋における 美術品修復の歴史 （下）

( a )  

( b )  

（図 3 ） サ ンタ · ？ 口 一チ ェ 聖堂パルディ 礼拝堂 （フ ィ レ ン ツ ェ ）
の ジ ヨ ッ ト の壁画 （（修道士ア ゴステ ィ ー ノ と司教グイ
ド に 現れた 藍 フ ラ ン チ ェ ス コ ）） (1 320 - 28年頃作） の

修復例

( a )  

( b )  

( a )  1852年のガエ タ ー ノ ・ ビア ン キ に よ る修復後の状
態 （欠損部分が復 元 さ れ て い る ）

( b)  1959年の レ ナ 卜 ・ テ ィ ン ト ー リ に よ る 修復後
の状態 （ ピア ン キ に よ る復元部分が除去 さ れ る ）

（図 4 ） サ ン ・ フ ラ ンチ ェ ス コ 聖堂 （ア レ ッ ツ ォ ） の ピエ ロ ・
デ ッ ラ ・ フ ラ ン チ ェ ス カ の壁画 《 コ ン ス タ ンテ ィ ヌ
ス 帝 と マ ク セ ン テ ィ ウ ス帝の戦い》 の修復例
( a )  1858 - 61 年のガヱ タ ー ノ ・ ピア ン キ に よ る修復

後の状態 （加筆は最小限 に 留 め ら れ て い る ）
( b )  1 959 - 65年の レ ナ ー ト テ ィ ン 卜 ー り に よ る

修復後の状態



tb.34 (2004) 愛知県立芸術大学紀要

存
す
る
部
分
か
ら
画
家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
法
を
研
究
す
る
こ
と
が
可
能
な

フィロロジコ

「
考
証
学
的」
性
質
を
も
っ
修
復
を
主
張
し
た。
彼
の
監
修
の
も
と
に、
ボ
ツ

テ
ィ
OEm－－o
EHO
回oE
は
アッ
シ
ジ
の
サ
ン
・
ブ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
聖
堂
上
堂

（一
八
七
三
年）

と
パ
ド
ヴ
ア
の
スク
ロ
ヴ
ェ
l

ニ
礼
拝
堂
（
一
八

（
図
5）

七
一
年）
の
ジ
ヨ
ッ
ト
の
フ
レ
ス
コ
画
を
修
復
し
た
が、
特
に
後
者
は、
当

時
と
し
て、
模
範
的
な
修
復
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う。

十
九
世
紀
の
末
に
は、
特
に
古
代
後
期
と
中
世
の
記
念
建
造
物
に
関
す
る

一
連
の
重
要
な
修
復
が
実
施
さ
れ
た。
た
と
え
ば
パ
レ
ン
ツ
ォ
の
モ
ザ
イ
ク、

フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
洗
礼
堂
の
天
井
モ
ザ
イ
ク
そ
し
て
ラ
ヴ
エ
ン
ナ
の
多
く
の

教
会
堂
の
モ
ザ
イ
ク
が
挙
げ
ら
れ
る
が
そ
こ
で
は
多
く
の
場
合
初
期
キ
リ

ス
ト

教
時
代
の
外
観
を
大
切
に
す
る
た
め
に、
後
世
に
付
加
さ
れ
た
も
の
が

除
去
さ
れ
た。
ロ
ー

マ
の
サ
ン
タ
・

マ
リ
ア
・

イ
ン・
コ
ス
メ
デ
ィ
ン
聖
堂

の
修
復
事
業
も
ま
た
こ
の
時
代
（
一
八
四
四
九
九
年）
に
遡
る
も
の
で

内
部
と
外
観
が
と
も
に
完
全
に
「
整
除」
さ
れ、
ジ
ユ
ゼ
ツ
ペ・
サ
ル
デ
ィ

に
よ
る
十
八
世
紀
の
美
し
い
フ
ア

サ
l
ド

が
取
り
除
か
れ、
初
期
キ
リ
ス
ト

教
時
代
の
も
の
と
想
定
さ
れ
る
外
観
が
取
り
戻
さ
れ
た
（
図
6） 。

最
後
に

ウ
ジ
エ
｜

ヌ
・

ヴ
ィ

オ
レ
H

ル
H

デ
ユ
ツ
ク
開口開作口町

〈－o＝白
工白10
5
（
一
八
一
四
一
八
七
九
年）
と、
ジ
ョ
ン・
ラ
ス
キ
ン

八一
九
｜

一
九
O
O
年）
の
建
造
物
の
修
復
に
た
い
す
る
対
照
的
な
理
論
が、

イ
タ
リ
ア
に
た
い
し
て
も
及
ぼ
し
た
重
要
性
と
結
果
に
触
れ
て
お
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う。

フ
ラ
ン
ス
人
建
築
家
ヴ
ィ

オ
レH
ルH
デ
ユ
ツ
ク
が
主
張
し
た
「
復
元
的
修

復

「
旧
様
式
に
よ
る
補
完」
は、
し
ば
し
ば
近
代
の
研
究
者
の
ス
ケ
l

と

( c )  ( b )  ( a )  

岨山W復修の頃年0
 
9
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聖
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コ
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ス
ボ
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状

エ
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チ
モ
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ン
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ラ
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フ
リ
ツ
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( a )  

( c )  

西 洋 に お け る 美術品修復 の歴史 （下）

( b )  

( d )  

（図 6 ） ロ ー マ の サ ン タ ・ マ リ ア ・ イ ン ・ コ ス メ デ ィ ン聖堂の修復例
( a ） ジ ュ ゼ ッ ベ ・サルディ に よ っ て付加された18世紀の 7 7 サ ー ド
( b )  1 894年の修復 に よ っ て1 8世紀の 7 7 サー ドが取 り 除かれた状態
( c )  1 894年の修復前のサンク ・ マ リ ア イ ン ・ コ ス メ デ ィ ン聖堂の内観
( d) 1 894年の修復後の サ ン タ ・ マ リ ア ・ イ ン ・ コ ス メ デ ィ ン聖堂の内観

( 1 8 ) 
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プ
ゴ
l
ト
と
な
っ
た
が、
し
か
し
チ
ェ
ス
削
や、
さ
ら
に
最
近
の
ト
リ
ノ
に

お
け
る
展
覧
会
で
は、
ヴ
ィ
オ
レH
ルH
デ
ユ
ツ
ク
の
思
想
と
修
復
の
い
っ
そ

う
複
雑
で
多
面
的
な
全
体
像
が
示
さ
れ
た。

盟

社
会
学
者、
文
筆
家、
美
術
批
評
家
の
イ
ギ
リ
ス
人
ジ
ョ
ン
・

ラ
ス
キ
ン

は、
ヴ
ィ
オ
レH
ルH
デ
ユ
ツ
ク
と
同
様、
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
研
究
者
で
あ
り

割

擁
護
者
で
あ
っ
た
が、
技
術
者
と
し
て
よ
り
文
学
者
と
し
て
ま
っ
た
く
異
な

る
視
点
か
ら
修
復
の
問
題
を
考
え
て
い
た。
時
間
と
人
聞
に
よ
る
損
傷
を
復

旧
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
ヴ
ィ
オ
レH
ルH
デ
ユ
ツ
ク
と
は
異
な

り、
ラ
ス
キ
ン
は、
建
造
物
は、
ひ
と
つ
の
生
命
体
と
し
て、
終
末
を
免
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り、
し
た
が
っ
て
死
を
回
避
す
る
の
で
は
な

く、
限
定
さ
れ
た
慎
重
な
維
持
行
為
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
そ
れ
を
先
に
延
ば

す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る、
と
主
張
し
た。
ラ
ス
キ
ン
は
復
元
的
な
修

復
や
補
完
的
な
修
復
を
激
し
く
非
難
し、
修
復
士
は
昔
の
芸
術
家
と
閉
じ
よ

う
に
作
品
に
手
を
下
し
て
よ
い
と
す
る
ヴ
ィ
オ
レH
ルH
デ
ユ
ツ
ク
の
主
張
を

錯
覚
と
見
な
し
た。
ラ
ス
キ
ン
に
よ
れ
ば 、
美
術
作
品
は
実
際
そ
れ
を
作
つ

た
芸
術
家
に
属
す
る
も
の
で
あ
り、
作
者
が
そ
れ
に
与
え
よ
う
と
し
た
精
神

を
他
の
誰
か
が
歪
め
るこ
と
は
正
し
く
な
か
っ
た。
し
た
が
っ
て
作
品
は、

単
に
過
去
の
遺
物
で
あ
る
に
せ
よ、
で
き
る
限
り
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
後
世

に
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
実
際
ラ
ス
キ
ン
は、
時
間
に
よ
る
劣
化

は
損
傷
で
は
な
く、
建
造
物
に
特
別
な
魅
力
を
与
え
る
も
の
と
見
な
し、

建

造
物
は
そ
の
建
立
よ
り
四
l

五
世
紀
後
に
開
花
す
る」
と
述
べ
て
い
る。

二

十

世

紀

こ
の
章
で
は、
二
十
世
紀
に
お
け
る
修
復
批
評
が
ど
の
よ
う
な
方
向
を
た

ど
っ
た
の
か
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う。
と
は
い
え、
こ
の
分
野
で
の
疑
う
余

地
の
な
い
理
論
的
探
究
と
著
し
い
技
術
革
新
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、

ど
の
時
代
に
お
い
て
も
こ
の
八
十
年
間
ほ
ど
美
術
作
品
が
ひ
ど
い
損
傷
を
受

田

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い。
二
つ
の
世
界
大
戦 、
大

け
た
世
紀
は
な
か
っ
た、

戦
後
の
い
く
つ
か
の
経
済
的
・

社
会
的
現
象、
つ
ま
り
工
業
化 、
建
造
物
へ

の
投
機、
農
村
に
お
け
る
人
口
過
疎
（
と
そ
の
結
果
と
し
て
都
市
へ
の
集
住） 、

野
蛮
な
観
光
開
発
が
い
く
つ
か
の
地
域
に
お
い
て
芸
術
遺
産
へ
の
（
特
に
建

築
遺
産
へ
の）
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
お
び
た
だ
し
い
損
害
を
引
き
起
こ
し

た
こ
と
を
考
え
れ
ば
十
分
だ
ろ
う。

こ
れ
ら
の
現
象
の
分
析
は
今明両

日
ま
で
続
く
論
争
の
的
で
あ
り、
非
常
に
多
く
の
詳
細
な
文
献
も
あ
る
の
で 、

し
か
し、

こ
こ
で
敷
桁
す
る
つ
も
り
は
な
い。

芸
術
に
対
す
る
教
会
の
姿
勢
も、
よ
り
正
確
に
は、
第
二
回
ヴ
ア
テ
ィ
カ

ン
公
会
議
に
お
い
て
打
ち
出
さ
れ
た
新
し
い
典
礼
の
方
針
も、
芸
術
遺
産
の

保
存
に
著
し
い
結
果
を
も
た
ら
し
た。
事
実、

指
摘
し
た
よ
う
に、
公
会
議
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
「
最
小
限
の」

シ
ヤ
ス
テ
ル
が
い
み
じ
く
も

（
華
美
を

排
し
た）
典
礼
は、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
過
去
の
宗
教
美
術
を
不
信
を
も
っ

て、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
無
関
心
に
見
る
よ
う
に、
つ
ま
り
そ
の
保
存
に

あ
ま
り
気
を
か
け
ぬ
よ
う
促
し
た。
ミ
サ
に
参
列
す
る
信
者
が
減
少
し
多
く

の
教
会
が
閉
鎖
さ
れ
た
結
果 、
多
く
の
礼
拝
具
が
紛
失
の
浮
き
目
に
あ
っ
た

こ
と
（
時
に
は
聖
職
者
も
共
犯
で） 、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
現
在
は
古
美
術
商
に

流
出
し
て
い
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う。

( 1 9 ) 



西洋 に お け る 美術品修復の歴史 （下）

過去におけると同様、
政府の文化
政策は、
否定的であれ肯定的

であれ、
決定的な役割を担っ
てきた。
たとえばドイツ第三帝国に

よる
「退廃芸術」

それとは反対のものとして、

の強
制的処分や、

近年イタリア政府によっ
て定められた、
美術品修復に資金を提供

する個人や企業への税金免除を想い起こしてほしい。

「大
衆

この数十年間における経済的文化的発展の結果としての

観光」
も、
芸術遺産の保存に直接的な影響を及ぼした。
というの

も

「劣化の要
因」
をなしてきたためであ

制叫

（特にい
くつかの
重要な芸
術都市に
おいて） 、
他方では文化を

一
方ではそれが重大な

り（少なくともその外面的な部分を）
渇望するこの大衆こそがこの何

十年かを特徴づけてきた数多くの美術展や修復展の最大の
享受者

だっ
たためである。

イタリアの
為政者たちもようやく芸術遺

産の
巨大な経済的潜在力を、
職業的な
捌け口としても観光の呼び

よく言われるように、

物としても、
認めるようになっ
たらしい。
事実、
近年には法律が

施行され、
研究の
講座が開設され、
美術品のカタログを作成し

研究し、
修復するための
職が生みだされ、
これらはすべてマスメ

ディ
アによっ
て広く
伝えられて世論の関心の的になっ
てきたため

に、
修復はそれがもたらす肯定的な面も否定的な面も含めて、

仰

つてないほど
「流行の」
問題となっ
た。

台、

修復そのものの変遷に関しては、
二十世紀初めの次のようなイ

タリア人修復士の名声を
挙げることができよう。
一九一九年
にカ

タルlニャ
のロマ
ネスク壁画の剥離のために招かれたベルガモの

ステップアノlニ兄弟ωBRB。三 、
さらに
有名なのはアントネッ
ロ・

ダ・メツ
シlナの
《聖グレゴリウス
多翼祭壇画》
の最初の徹底的

な洗浄（一九O六年）
（図7）
をおこなっ
たルイlジ・カヴエ
ナl

ギ

r－荘
。

里町Emv』である。
カヴエ
ナlギの
弟子には
一
九三0
1

一九五0年
代にロン
ギやベレンソンのような鑑定家からの高い評

価（十分それにふさわしかっ
たが）
に支えられて活動したマウロ・

ペッ
リチョ
lリ

Z
28同Mm－Eng－時
がいた。

が側
ロ

そ ン
の ギ
功 は
績はとりわけ

いくつかの基本的な論文で
修復について述べている

クロlチェ
とジエ
ンティ
lレの観念論

が優勢であっ
た時代に、
美術作
品の物質的側面の重要性を主張し、

また一九五0年代には
科学万能主義に反対して、
職人的実践と昔

の材料の知識の重要
性を主張したことであっ
た。

一九三九年にはロlマに中央修復研究所
2・n・
戸）
が創設され、

一九六O年までチェ
lザレ・ブランディのg向町

田
包ロ島
が所長を務

めたが、
彼の著作〔
目。コ ．a
s～
おえ23－也君〕
は修復に関する現代

的省察の出発点をなしている。

一九七二年には、
美術品の保護と修復に関する数多くの学会を

ふまえて、
様
な々分
野の基本原則を定めた
『修復憲章
。里担
色町戸

吋gg日0』
（付録A）
がようやく制定され
た。
しかしながら修復に

関する理論的検討は、
新しい方法や材料の実験ともども継続して

続行され、
一
九八七年には新しい
『修復憲章』
（付録B）
が起草さ

れるのである。

さらに特殊な問題として、
狭義には
「絵画的」
とはいえない異

質な材料
（袋 、
ガラス 、
わら、
手工
業製
品の断片）
を用いて制作

( 20 ) 
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( b )  ( a )  

（図 7 ) ア ン ト ネ ッ ロ ダ ・ メ ツ シーナ 《聖 グ レ ゴ リ ウ ス 事翼祭壇画》 の修復例
( a )  19 14年のルイ ー ジ ・ カ ヴ ェ ナー ギ に よ る修復前の状態
( b )  19 14年のルイ ー ジ ー カ ヴ ェ ナ ー ギ に よ る修復後の状態

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
現
代
美
術
の
作
品
の
保
存
が
あ
る。
困
難
な
技
術
的
問

題
の
他
に、
」
れ
ら
の
作
品
の
修
復
は
ど
の
よ
う
に
ど
の
程
度
修
復
す
る

の
が
正
し
い
の
か
と
い
う
理
論
的
な
問
題
も
あ
る。
実
際、
多
く
の
場
合
現

代
美
術
の
作
家
た
ち
は
自
分
た
ち
の
作
品
の
寿
命
に
配
慮
し
な
い
し、
そ
の

主
た
る
関
心
は
作
品
の
時
間
的
な
寿
命
や
技
法
の
質
よ
り
も、
作
品
が
も
た

ら
す
メ
ッ

セ
ー

ジ
に
あ
る。
」
う
し
た
理
由
で、
現
代
美
術
の
保
存
は
特
殊

な
問
題
を
提
起
し、
特
殊
な
技
術
を
必
要
と
す
る。
A・
コ
ン
テ
ィ

は
い
み

じ
く
も
次
の
よ
う
に
述べ
て
い
る。

「
現
代
美
術
の
作
品
と
の
関
係
は、
修
復
が
材
料
や
規
格
化
さ
れ
た
作

業
（
裏
打
ち、
充
填 、
十
分
な
可
逆
性
を
も
っ
補
填）
か
ら
成
る
の
で
は

な
く
そ
の
都
度
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い一
連
の
選
択
か
ら
成
っ
て
お

り
そ
れ
を
提
示
す
る
の
は
作
品
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
非
常
に
は
つ

き
り
と
示
し
て
い
る。
作
品
の
メ
ッ

セ
ー

ジ
の
基
本
的
核
心
の
解
釈
い
か

ん
に
よ
っ
て
は、
介
入
し
な
い
こ
と
も、
オ
リ
ジ
ナ
ル
材
料
の
保
存
を
尊

重
す
る
か
機
能
性
の
原
理
の
保
存
を
尊
重
す
る
か
を
選
択
す
る
こ
と
も
で

き
る。
型
ど
お
り
の
修
復
な
ら
ば、
我
々
が
すべ
て
知
っ
て
い
る
（
あ
る

い
は、
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る）
伝
統
的
技
術
を
用
い
れ
ば
容
易
に

で
き
る
こ
と
が
多
い。
し
か
し
ま
だ
修
復
で
試
さ
れ
て
い
な
い
材
料
を
用

い
て
描
か
れ
た
作
品
に
は
そ
れ
は
難
し
い：：：
［
し
た
が
っ
て］
：：：

現

代
美
術
と
そ
の
寿
命
の
問
題
と
の
関
係
は、
型
ど
お
り
の
修
復
か
ら
修
復

家
を
遠
ざ
け
る
た
め
に、
ま
た
修
復
を
こ
の
よ
う
に
難
し
く
し
て
い
る
問

い
か
な
る
修
復
家
の
養
成
に
お
い
て
も
重
要
な

契
機
を
な
す
に
ち
が
い
な
い・：：」 。

題
を
解
明
す
る
た
め
に

現
在
の
と
こ
ろ、
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で
は
現
代
美
術
の
保
存
研
究
の
た
め
の

）
 
－
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西洋 に お け る 美術品修復の歴史 （下）

主要なセンターはデユツ
セルドルフの研究所であり、
そこには
現

代美術の修復に関
する基本的研究書の著者であるハ
インツ・アル

するよりさらに悪い。
経年により不調和をきたし損なわれた絵が熟

練した者の手で補彩されたとしよう。一
時的には見栄えが良いが、

トへlファ
l

国四
百N
〉－昏op司
がいる。
いずれにせよ、
近年こうし

新たに塗った色は変化して古い色と不調和をきたすため、
その部分

た問題が数多くの講座や学会の対象となり、
まだ総じて新しく特

はしばらくすると以前よりも悪くなる・・・・・・」

別な文献もわずかしかないこの問題をめぐる議論を豊かにしてい

旧仰

るのである。

(27) 

ゲーテは「ドレスデンにおける絵画修復の報告」（一八一六年四月

九日）
の中で、
次のように述べている 。「絵画を洗浄し修復するこ

とは、
絵画が完全に損傷したり黒変した場合にのみ実施されるべき 、

最終的な手段と考えられるべきであろう」 。
さらに彼は、
絵画の明る

原
註

い部分を、
パティナも除去するまで過度に洗浄して、
古い絵を新し

(26) 

ゴヤは「ドン・ペドロ・カバロスへの報告」（一八O二年六月二日）

い絵のように見せようとする習慣を非難している 。
しかしゲlテの

の中で、
修復されたいくつかの絵画の状態について次のように書い

修復への不信感は、
ベッロッティによってなされたレオナルドの

ている 。「：：：私見では、
修復された部分が修復されていない部分に

《最後の晩餐》
の修復に関する 、
そのおぞましい記述においていつ

対して不調和な効果を呈していたことを閣下にあえて申し上げない

そう明白である 。「俗っぽい商才にたけたこの男は、
表弱した絵を再

わけにはいきません 。
絵画の脈動と精気 、
そして繊細で賢明な当初

生させるための特別な秘訣を持っていると自慢していた。
ちょっと

の筆致の卓越さが完全に損なわれています：：：保存するという名目

した実演によって無知な修道土たちを説得し、
この名作が彼の気ま

で絵画が修復されればされるほどそれは壊されるということは否定

まな監督下におかれるやいなや 、
彼はそれを釘で打ちつけた板の裏

しえない事実です。
また 、
もしその作者が生きていたとしても 、
歳

に隠し、
完全に隠れて端から端まで加筆してしまった。」

月は色を変化させますから・・・・・・また最初に描かれたときに得られた

(2同

一八三二年にドラクロワはフォンテ

lヌ

ブロl城の美術コレクシヨ

ンを見学したあと、
M－ピエレへの手紙の中で、

っかのまの直感や全体の調和を再現することは容易ではありません

ラファエッロの

から、
自分の作品を完壁に修復することはできないで

しょう

。」

《大天使ミカエル》の

ような傑作が、
気違い沙汰と思われる修復に

ミリツィアも同様の見解をもち、
同じ一八O二年に、
彼の『美術

よって破壊されてしまったのを見て信じられない気がした、
と書い

辞
典
PNM
SQZ。
色町
F
Z～r
RH
ミ
ええ
込足
当。』
の
「
加
筆
号00
8」
の

ている 。
この作品は、
まさにこの頃、
ルlヴル美術館の主任修復土

項目で、
次のように記している 。「：：：経年変化した他の著名な画家

であるヴィローによって数えきれないほどの修復を受けた。

それは破壊

の作品に手を加えることは、
それを歪めることであり 、

回－
巧色色町P
。、－n
F
－M－－
2・
Z0・

( 22 ) 
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(29) 

一
八五三年に『タイムズ』
に宛てた手紙で、
ラスキンは、
前述の

に『十一
｜十六世紀フランス建築精解辞典
包皇室遺言、SS忠弘町

リュペンスの絵画について次のように述べている 。「この作品は現在

～可nER
ES

－、－S官官
舎
NH暗
室
N3司hhbnE
十巻 、一八五五年に

にとっては完全に、
将来にとっては部分的に破壊されてしまった．

は『カロリング朝からルネサンスまでのフランス家具精解辞典

というのも歳月はおそらく過去の偉大さの何かしらをこの絵に再び

UESきa可向、SS司九
九町道s
sq
kTS官官
丸町～否。宮崎町白、。宮崎賞芸術ぬ

与えることができるかもしれないが、：：：肌色の繊細さは決して元

hs同s

aasnG』
を出版し、
後者は折衷主義的趣味の発展にたいして

に戻らないからであるJ
またh～ミ・守、
ss・－
S冊、急号扇町

内mgE遣し可

資料を提供した 。
ヴィオレHルHデユツクの広範でかつ多様な活動を

ミ．
2（ZEE－－∞勾）
では、
いっそう激しい調子で、
こう述べてい

可能としたのは、
メリメ（歴史記念建造物局長）
および皇帝ナポレ

る 。「美術作品が国土のあちこちに散在している聞は、
そのすべてを

オン三世の全面的支援によるものでもあった。
彼の数多くの介入の

破壊することは不可能であり、
いくつかの作品が時お

り災難に

あっ

うちでは、
パリのノlトルHダム聖堂とサンHドニ聖堂（ノlトルH

て接されるだけである：：： 。し

かし大きな公共美術館に集められる

ダム聖堂では欠けていた尖塔が建立され 、
扉口の彫像が復元された 。

と、
あなた方の絵は美しく加筆され 、
おそらく一ヶ月ほどのうちに

またサンHドニ聖堂では、
革命によって破壊された王族の墓碑が再

破壊されることになる 寺たろう・
これがまさに絵画の処刑場になって

構成された） 、
ヴエズレlのマドレlヌ聖堂 、
トゥlルlズのサンH

いる多くの重要な美術館の現状なのだ 。
だからそれらの扉にはダン

セルナン聖堂 、
カルカツソンヌの城壁とピエルフォン城の修復が挙

テの一
節「一
切の望みを捨てよ 、
汝らわれをくぐる者」
が貼られる

げられる 。

べきだろう」 。

彼の思想と修復の肯定的な側面としては 、
次の点を挙げる必要が

(3時

あるだろう。
川ハウスマンの危険な理論に従って、
乙の時代に始め

。・。gnE－
MEEミ白、丸、aHa唱。（

河口B回二喧40Y
司－a
以下 。

国－
gg
R
S色町千rS
En
t
ご2
536
を
き量著書同町
皆
、、S
8．

アミアン

られた大規模な建物の取り壊しに対する反対（たとえば 、

(31) （冨－
EE－－田∞ご・
展覧会は、一
九八一
年七月から十月にかけてトリ

では、
カテドラルの軸線方向に道路を開通するという案を妨ぐこと

ノのアントネッリアlナ宮で開催された 。

に成功したて
同それぞれの記念建造物に対して修復前になされた細

(32) 

ヴィオレHルHデユツクは、
フランスにおいて、
革命で損傷した

心の研究（綿密に作成された図面や写真を用いてのて
聞いくつかの

（特に中世の）
記念建造物の復元と折衷主義の台頭という、
特殊な状

技術的解決の独創性 。
しかし記念建造物の「様式的統ご
を回復す

況下で修復の事業に関わることとなった 。
建築家であり、
修復家、

るという彼の原則（必要とあらば 、
建築的要素も装飾的要素も造り

室内装飾家でもあったヴィオレHルHデユツクは、
十九世紀のフラン

直した）
が、
しばしば論争の的となる結果をもたらし、
彼の後継者

一八五四｜六九年

たちが、
ほぽ例外なくひどい結果をもたらしたことは否定できない。

ス建築に関する優れた研究者でもあった 。
事実 、

( 23 ) 



西洋に お け る 美術品修復 の歴史 （下）

特にこの後継者たちの修復によって引き起された論争がヴィオレ日

トなどはイタリアで活躍した。

(34) 
いずれにせよゴシックの再評価は数十年前から始まっており、イ

ルHデユツクの介入に対する反発をつよめたが、
それはこの世紀の

タリアに限ってみても 、
それはジユゼツペ・ヤツペツリのいくつか

後半に入って発火し（特にアナト！ル・フランスによって） 、
ラスキ

（一七八三｜一
八五二年）
ゃ 、
ピエトロ・セルヴアテイコ

ンの理論の普及によってさらに油を注がれた。
とはいえ 、
フランス

の作品
の著書に見られる。
後者は、一八四O年に、
ネオ・ゴシック様式の

でもイタリアでもヴィオレHルHデユツクの理論は十九世紀後半にか

けて優勢を保ち、
ダンドラlデが行った「復元修復」（たとえばヴア

普及に貢献した『市民建築と宗教建築について
phqsさきEn5r

ル・ダオスタのフエニス域やジヱノヴァのサン・ドナlト聖堂を見

町、内～町民gb』
という本を出版した。

(35) 

よ）
や 、
フィレンツエのサンタ・クロlチエ聖堂やサンタ・マリア・

。－
monn
E－な

HRRe
ミ
え旬
、4h
Eど
さ
えa
F
Sh

bREHぬ号。
ミ円九
偽
白書～vRS
Eb・

デル・フィオlレ大聖堂のネオ・ゴシック様式のフアサlドの建設

（玄白go－－由∞日）唱・54
の「戦争の被害と予防」
についての章を見よ 。

（それぞれマタス
玄白吾
とデ・フアブリスロ白
EZE
が一
八六八

イタリアに関してはさらに
〉・玄gnES－－H
込岩ミ包君。言語霊丘町

年と一八八三年に完成）
のような「旧様式による補完」
が続行され

ミr。RE
REE
を『白
刷、sahb
ミ～a
宮町、司、．白書室え豆町（〈gap－由ω日）

ていた。
十九世紀にイタリアで実施された修復に関する出版物とし

およびC・♀ma・ha遣。認定吉富な
E～言語ミE
C宮司内（
窓口go－－申コ）u

ては 、
たとえば
豆－
EE《USE－hb
hwasha込h・
55
1
55ミ

〉〉・
〈〈・・hb
hghgsn
s～
huぬまさ君。
ミぎな円。

苦肉SE守
＆F
3意同町

えぬ句 、
。HS町内、司、。（〈白田町NE－－由∞ω）
を見よ 。

礼的～宮
崎足。36Qq8
25
国NP－EN）（美術総監督局の監修）
を参照。

（お）

ラスキンは、
彼の修復についての理論を特に『建築の七燈
迫ぬ

二つの世界大戦とともに、「十月革命」（一九一七年）
も記憶に留

～引ssh
asB
久、也、円雲町内句史書』（ロンドン 、

で示してい

める必要がある。
そこでは、
破壊と略奪のかたわら、
政府の方針で

一八四九年）

る
一
八五一
年には『ヴエネツィアの石
gn匂SE
久芯ミR』
を

特に革命直後の数年間に細心な修復が
行わ

れた。
これについては
一

出版し、
そこではヴエネツィアのゴシック建築を称賛しつつ、
自然

九七九年十一
月にトリノで開催された展覧会のカタログ
〉〉・
〈〈ニ

に同化する建築という考えを提案している。
ラスキンの理論と（彼

句、－HQ相当。宮
門詞訟
を参照 。
また中国の文化大革命（一九六六年）

によって支持された）
ラフアエル前派の画家の作品はイタリアにお

も 、
しばしばこうした非常事態のなかで起こるように、
数多くの美

いである種の影響力をもち、
画家パlン・ジヨlンズや 、一
八五七

術作品の破壊をもたらした。

年と一
八八二年に建立されたロlマの二つのネオ・ゴシック様式の

(3同

第三寧の注附を参照。

聖堂、
サン・パオロ聖堂（ナツイオナlレ通り）
とオニサンティ聖

。7)

〉－

n
ESE

－hg。札色白足。コb
n同町足 、雪芯（回RF－由∞MY司
・5∞・

堂（パブイlノ通り）
の設計者である建築家エドモンド・
ストリl

（羽）

これらの問題の詳細については、
第五章（劣化の原因）
と第三章
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（
予
防
的
保
存）

を
参
照。

ま
た
「
歴
史
的
中
心
部
の
保
護
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項」、
「
建
築
作
品
の
保

(39) 

こ
う
し
た
問
題
を
め
ぐ
っ
て
生
ま
れ
た
関
心
に
は
多
く
の
宵
定
的
な
側
面
も

存、

維
持、

修
復
の
監
督
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項」、
「
古
代
の
美
術
品
の
保

あ
っ
た
が、

今
や
否
定
的
な
商
も
明
ら
か
に
な
り
始
め
て
い
る。

事
実、

美
術

存
と
修
復
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項」、
「
書
籍
の
保
存
と
修
復」

と
「
古
文
書

作
品
よ
り
も
「
ス
ポ
ン
サ
ー」

を
大
事
に
す
る
過
剰
に
多
い
展
覧
会
や、

不
必

の
保
存
と
修
復」

は
省
略
し
た。

要
で
「
効
果
を
ね
ら
っ
た」

修
復
に
た
い
し
て
箸
鐙
を
な
ら
す
声
が
し
ば
し
ば

「
修
復
憲
章
一

九
七
二
年」

の
全
文
は、

チ
ェ
l
ザ
レ
・

ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
著
書

あ
げ
ら
れ
て
い
る。

実
際、

い
み
じ
く
も
エ
ミ
リ
ア
l
ニ
（
〉
開
自己
Eコf
J

『
修
復
の
理
論

同38
5
S～
高い
芯
ミ
己
（
叶ロコロD－
－巴
ゴ－
百
三
三’
GA）
に、

自由門白口白一戸
四
一向
－凹
可CN戸D
E－－－
5
h～。コぬ
えぬと、』、．町内
ミ
ミhRHミQ
（
開Fコ白己《】「
→Dコ回0・

の
全
文
は
雑
誌
『
美
術
H
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

「
修
復
憲
章
一

九
八
七
年」

－
由4M
）
司
ヨ

は、

膨
大
な
公
共
資
金
は、

美
術
作
品
の
組
織
だ
っ
た
継
続
的
な

玄ニ
go－
－u∞∞・

石田
工DE
お
よ
び一
九
八
八

』
ミ魚川I
H）。町民
連
言、。』
（
〈o－
f

保
存
活
動
に
よ
り
有
効
に
資
金
を
提
供
で
き
る
は
ず
だ
が、

あ
る
種
の
政
治
家

年
六
月
の

の
呂
ミむ
芯
丸町～
2
5・

ロ
印
ご

に
も
掲
載
さ
れ
た。

こ
の
新
し
い
修

や
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
に
と
っ
て
は
彼
ら
を
目
立
た
せ
る
効
果
が
少
な
い
と
い
う

一

九
八
七
年
十
一

月
に
ロ
ー
マ
にお
い
て

の
Z
HN
に
よ
り
企
画
さ
れ

復
憲
章
は、

欠
点
が
あ
る、

と
指
摘
し
て
い
る。

ウ
ォ
ル
デ
ン
も
近
年
こ
の
問
題
を
分
析
し、

た
学
術
会
議
「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
修
復
の
諸
問
題」

の
成
果
で
あ
る
（
前
述

同
じ
結
論
に
達
し
て
い
る
（
§・
2
？
司
C0・
ご
ご。

の
よ
う
に、

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
翌
年
に
出
版
さ
れ
た）

）
 
0

 
4

 
（

 

こ
こ
は
こ
れ
ら
二
つ
の
修
復
窓
章
の
相
違
（
と
類
似
性）

を
詳
細
に
検
討
す

同－
FDロ
ちf

〆
g
g
E
J

E
qhhN
S
Sミ
ゼ－
R－
Z－
M
P
－
z
p

ZN
f

E
の円。ロEU白
品2
2可O〈曲
目。ロロ
0
5田
宮ロロ
J
ト内
応、4r

つ
ま
り、

同－
－
ZCZA－－
百
岳町

る
場
所
で
は
な
い
の
で、

次
の
点
だ
け
を
手
短
に
述
べ
て
お
こ
う。

E
U
2
5
E
EZ・

2
5同
SF
z’
NU－
－白
戸
司
日

一

九
八
七
年
の
窓
寧
は
一

九
七
二
年
の
憲
章
で
は
ま
だ
用
い
ら
れ
て
い
た

オ！ペレグルテ

「
美

術

作

品」

の
定
義
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
対
象
物
に
比
べ
て、

保
存
と
修

）
 
－

 
4

 
（

 美
術
作
品
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
の
参
考
文
献
に
つ
い
て
は、

第
三
章
の

注
同
を
参
照。

復
の
原
則
の
適
用
範
囲
を
い
っ
そ
う
多
く
の
対
象
物
に
広
げ
た
こ
と。

さ
ら
に、
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こ
の
「
修
復
憲
章」

は
非
常
に
重
要
で
あ
り、

総
括
的
部
分
の
全
体
と
本
書

書
籍
や
古
文
書
の
修
復
と
保
存
（
一

九
七
二
年
の
憲
章
に
は
な
い）

に
つ
い
て

の
主
題
で
あ
る
「
絵
画
と
彫
刻
の
修
復
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項」

を
再
録
す

も
言
及
し、

常
に
本
来
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
共
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
文
化
遺
産

る
の
が
有
益
と
考
え
た。
「
古
美
術
の
保
護
と
修
復
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項」、

の
保
護
の
た
め
の
維
持、

活
用、

修
復
に
関
わ
る
活
動
の
重
要
性
を
著
し
く
強

愛知県立芸術大学紀要

「
建
造
物
の
修
復
の
監
督
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項」、
「
歴
史
的
中
心
部
の
保
護

翻
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る。

に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項」

は
省
略
し
た。
一

九
八
七
年
の
修
復
憲
章
に
つ
い

。3)

こ
の
問
題
は
特
に
コ
ン
セ
プ
チ
ユ
ア
ル
・
ア
ー
ト
の
場
合
に
明
白
で
あ
る
が、

て
も
同
様
で、

総
括
的
部
分
の
他、
「
彫
塑、

絵
画、

素
描
版
画
お
よ
び
応
用
美

ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
現
代
美
術
が
そ
の
修
復
に
つ
い
て
解
決
の
困
難
な
問
題

術
作
品
の
修
復
処
置
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項」

の
部
分
だ
け
を
再
録
し
た。

（
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も）

を
提
起
し
て
い
る。

( 25 ) 
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あ
る
コ
ン
セ
プ
チ
ユ
ア
ル
・

ア
ー
ト
の
作
品
の
修
復
が
提
起
し
た
問
題
の
意

義
深
く
興
味
ぶ
か
い
事
例
が

フ
ア
ブ
リ
ツ
ィ

オ
・
レ
ン
メ
に
よ
っ
て

。5
3b～偽
札ミ～、応、同町
（
Z日｛）・
ZO〈－－E∞4・
HY∞ω）
で
報
告
さ
れ
て
い
る。

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
あ
る
展
覧
会
に
ギ
リ
シ
ア
人
作
家
ク
ネ
リ
ス
の
《
赤

い
羊
毛》
と
題
す
る、
作
家
自
身
に
よ
っ
て
統
か
れ
た
羊
毛
で
作
ら
れ
た
作
品

が
送
ら
れ
た 。
作
品
は
あ
る
不
運
な
事
故
の
た
め
雨
に
濡
れ
て
「
縮
ん
で」
し

ま
っ
た 。
こ
の
場
合
に
は
誰
が
修
復
を
行
う
べ
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

作
家

だ
っ
た
の
か、
椀
毛
職
人
だ
っ
た
の
か、
あ
る
い
は
修
復
土
だ
っ
た
の
か
？
こ

の
作
品
の
場
合 、
芸
術
的
メ
ッ

セ
ー

ジ
は
あ
る
特
定
の
技
術
（
劣
化
し
た
場
合 、

専
門
家
に
よ
っ
て
修
復
す
る
こ
と
の
で
き
る）
に
依
存
し
て
お
ら
ず 、
実
際
技

術
は
ほ
と
ん
ど
欠
如
し
て
い
る
た
め 、
作
品
の
価
値
は
概
念
と
芸
術
家
H

作
品

の
排
他
的
関
係
に
完
全
に
依
存
し
て
い
る
が 、
ま
さ
に
こ
う
し
た
関
係
に
こ
そ

作
品
の
価
値
（
そ
し
て
市
場
価
値）
が
あ
る
の
で
あ
る。
レ
ン
メ
が
言
う
よ
う

に
「
も
し 、
芸
術
家
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
と
作
品
の
結
び
つ
き

が 、
二
度
と
繰
り
返
せ
な
い
も
の
（
法
律
用
語
で
言
え
ば
「
代
替
不
能
な
も
の」）

で
あ
っ
た
に
せ
よ、
あ
る
い
は
逆
に
誰
で
も
が 、
少
な
く
と
も
修
復
士
の
よ
う

な
遠
性
の
あ
る
技
術
者
な
ら
ば
「
再
達
成」
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ、

問
題
は
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
も
し 、
第
三
者
に
よ
る
干
渉
に
耐
え

ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば 、
作
家
自
身
し
か
作
品
を
修
復
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が 、
作
家
が
つ
ね
に
そ
う
し
た
修
復
を
行
う
意
志
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
し 、

強
制
さ
れ
て
も
い
な
い」 。
こ
の
よ
う
に、
こ
れ
は
き
わ
め
て
複
雑
で
異
論
の
う

ず
ま
く
問
題
で
あ
り、
つ
い
最
近
に
な
っ
て
理
論
的 、
技
術
的 、
法
律
的
な
視

点
か
ら
考
え
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
な
の
で
あ
る。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は、

。E位向ヨ
ご詩
同』札口
に
掲
載
さ
れ
た
A
・

コ
ン
テ
ィ

の
論
文
（
注
側）
で
報
告

さ
れ
て
い
る、
ロ
バ
l
ト
・

ア
l

ウ
ィ
ン
の
作
品
が
被
っ
た
損
傷
に
関
す
る
エ

ピ
ソ
l
ド
も
参
照
さ
れ
た
い。

ア

（必）

〉－
noロHr
．－－

胃ozoB白
ι叩巴白
色E
SE一
白淳司
白ロ江口白・

句R
EC仏白
自由2．

ぬHhQ色町ヌさ
え』
hbH・～～・
Z・∞
（
回
8
25・
－申∞∞

担助

国－
〉zzop
ア

〉向。尋ヨ内
h
shH
一
見
室、
宮町』
色町、
h
sh尚
喜認
否
認

（
u
e目立ιロ
ュ・
－也市山C）．

H同

ボ
ツ
テ
ィ

チ
1
ノ
（
プ
レ
ッ
シ
ャ）

州
立
修
復
学
校
に
お
い
て
五
月
十
六
日
｜

二
十
日
に
開
催
さ
れ
た 、
研
修
コ
l

ス
の
講
義
を
ま
と
め
た
4
5唱
S
EN－0
5

品目。一回同DE包n曲
四
百口問白色。－cm－np
－四
百
円】曲目判
官r
－
自由同町江白＝
白
｝白
骨開口巳nFm

q
EH0
2
8
5
司自司
巳
司冊目S
Ro
ι四回
全吉田E
noロ古
宮司O
Bロ23．
mM
ES3己
込

同
旨 ・～～－
Z・
∞・
回0
2
芯
Zo－－
喧∞∞
を
参照 。

最
後
に
一
九
八
七
年
十
月
十
六
｜

十
七
日
に
リ
ヴ
ォ
リ
城
（
ト
リ
ノ）
で

開
催
さ
れ
た
現
代
美
術
の
修
復
に
関
す
る
学
会
論
文
集
が
早
々
に
出
版
さ
れ
る

」
と
が
期
待
さ
れ
る。

訳
者
後
記

本
論
は

丸町九

九
守
宮町凡

町

、
え
な

hn
E～H史
認

と匂同同町・ ・
hHO
ミ ．
P

R
o
－4問
問
符門
誌
九円、正問
（
白
色
S0・

。m－

E
Sn
o
H凶

門出同05・

2
5O
HM
－
5

2
2回
目』

iq

3R同
町ib

Hh可。

】
喧
∞
坦
）＠
【U
8・
H・

∞丹
O
E国
内田町
ご
g
g
日0・

唱・
コ
’
主

の
後
半
部
分
（
宅・
2
・
企）

の翻訳である。

この第一章「修復の歴史」
は、

「宗教改革と反宗教改革」

「古典古代」
「中世」
「ルネサンス」

「十七世紀」
「十八世紀」
「十九世紀」

十世
紀」
の八節から成っ
ているが、
本
号では、
前号に引き続き、

( 26 ) 
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「十九世紀」
と
「二十世紀」
を訳載する。

著者ジユ
ゼッ
ピlナ・ペルジlニは、
イタリアのトリエステ
大

学で近世美術史を専攻した後（一九七八
年卒業） 、
ウlディ
ネ州の

パツ
サリ
アlノ
州
立
修復
専門学
校で
修復士
のディ
プ
ロマ
を取得

（一九八O
年） 。
早くから美術史研究と美術品保存修復の両分
野で

活動を展開した
後、
一九九一年からウlディ
ネ大学文学哲学部の

文化
財学科
（ue

REss
e
ωS
Em

．Ha5E
E
回
E
P－
E長）

で教
鞭を取るようになり、
現
在は、
同
大学で美術技法史
28
E

骨宕

窓口回EMO

RE管官）
担当の助教
授を務めている。

著書には、
本書及びその初版
（同辺

容30Sh町民。諸問
ミ『SHS可。～hHC
立HP

HS
ミhp
H向S
N町、町四（巴金回目・
】喧∞日））
の他に、
以下の二書がある。

0 �雪
� (:5 
誼 芯

� � � � 
!::: ::s-c:s � 
�� き
旨： !;).. 
2 宮T
� � 

ぷ gs·
ロ

：：！＇， 戸、

ミ 寄
与 島ロ ー

c －� 
_[ � 
� 。。

Cコ

註はすべて原註である。
本文中の〔
〕
は訳者による補填である。

また原著には図版はないが、
必要と恩われる
図版を付した。
図版

の出典はすべて
同NE（
：
s
E・
ぎ
号
待旬 、b
S

ESP
旬。・

9S同
ミbNS
R

－EF
SHきさ（叶
皇居0・
－由∞
ご
による。

以下 、
三人の共訳者のプロフィ
ールを紹介しておく。

大竹秀実
（一九九五
年 、
東京芸術大学美術学部芸術学科卒 。
同

大学
院文化
財保存学専攻修了 。
一九九八年 、
フィ
レンツエ
大学文

化
財保存科学修了 。
一九九九
｜二OOO年 、

イタリア政府給費留

学生。
二000

｜二OO二年 、
文化
庁芸術家在外派
遣研修員とし

てフィ
レンツエ
国立修復機関で研修 。
現在、
東京芸術大学非常勤

講師） 。西村明子
（一九九八年 、
福岡教育大学教育学部美術科卒 。
二O

OO
年 、
フィ
レンツエ
の
C巳gas
ERB

国民ogz
号ロ・
〉母
の二
年

制絵画保存修復コlス
を修了 。
二OO－
－二OO三年 、

フィ
レン

ツエ
大学文学哲学部美術史学科聴
講生。
現在、
フィ
レンツエ
国立

修復機関付属学校陶器修復コlスに在籍） 。

池田奈緒（一九九六
年 、
女子美術大学洋画科卒 。
二OOO年 、

フィ
レンツヱ
の
CEaaE
ESERBS－白
RE－
－〉HS
の三年制絵画保

存修復コlスを
修了 。
二
OO－
－二OO二年、

フィ
レンツエ
国立

修復機関で研修後、
トレヴィ
lゾに共同修復工房ロツ

ソ・ドゥオl

ヴオ
を開設） 。

〔森田義之〕
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